
 

※ ホームページ等で公表します。（様式１）  

立 教 ＳＦ Ｒ－ 在外 －報 告  

立教大学学術推進特別重点資金（立教ＳＦＲ）  

在外研究  

２０１６年度研究成果報告書  

 

 

研 究 代 表 者 

所属部局･職 氏 名 

  

文学部・教授  

 

加藤  磨珠枝   印   

 

研究課題  
 
 
西洋古代末期から中世初期におけるキリスト教美術研究  

全研修期間  

 

2016 年  3 月 28 日  ～     2017 年  3 月 30 日（   368  日間）  

 

経     費  

年度  SFR 申請額  
所属学部からの  

補助額  
SFR 助成額  

2015 年度  円  円  円  

2016 年度  3,421,008 円  2,000,000 円  1,421,008 円  

主な滞在国  

及び  

研究機関名  

国 名  研究機関名  

イギリス  オックスフォード大学古典学部  

研究成果の概要（図・グラフは使用しないこと） 

  

今回の在外研究成 果 の一部は、イ ギリス滞 在中 にすでに数度 に わたる口頭発表の 形 式で海

外研究者へ向けて の 発信が行われ 、国内 の研究者・一般 読者 へは書籍刊行を通 じ て公表 され

ている（詳細は「研 究発表」の項目参照 のこと）。その内容 は 主に以下の 3 点に集 約される。 

（１） 2 世紀から 4 世 紀にかけてローマ 帝 国で繁栄した 諸宗 教（ローマ伝統宗教 、ユダヤ

教、 キリスト教、 ミ トラ ス教など）の 美 術について の研究 。 これら の聖所を飾 る 「庭園画」

に注目し 、最新 の研 究動向と現地調査 か ら得 られた知見を 用 いて、当時の ロ ーマ 市民 が共有

した楽園の世界観 に ついて 考察を行っ た 。季節の花が 咲き誇 り、果実が実 を結び 、数々の野

鳥が集う庭園画は 、ローマ皇帝アウグ ス トゥスの時代から 、帝国の繁栄を 象徴 す る絵画表現

であったが、それは古 代末期にいたると ミ トラス教のように 本 来オリエント起源 と いわれる

密儀宗教 の礼拝所 や 、初期キリスト 教会 堂装飾にも導入さ れ 、ローマ 文化と 密接 に結びつい

て発展した。彼らの 美術は、信じ る 神々 の名前は違 えども 、同じローマ社会を 生 きる信者た

ち の 共 感 し う る メ ッ セ ー ジ と し て 広 く 流 布 し て い た 可 能 性 が 示 さ れ た 。 こ れ は 古 代 末 期 を

「キリスト教美術 の 誕生から 発展 」の時代 としてとらえる従 来 の 発展史的な美術 史 観とは異

なり、当時をより 多 元的な一つの社会 と してとらえる試み で ある 。  

（２）4 世紀から 9 世 紀の初期中世ロー マ で興隆した聖人信 仰 と その聖遺物崇敬 を めぐる

造形美術について の 研究 。ここでは 都市 ローマ に現存する 当 時の教会群のなか で も 、特に聖

人の聖遺物を納め た 祭壇およびその周 辺 の 絵画表現に焦点 を あて て考察を加え た 。研究 対象

は以下の通り。現サ ン・ジョヴァンニ病 院地下で発掘中の 礼 拝堂壁画（ 4 世紀）、サンティ・

ジョヴァンニ・エ・パオロ聖堂地下の 礼 拝堂（ 4 世末～ 5 世紀 ）、サンタ・マリア・アンティ

クア聖堂（ 6 世紀～ 9 世紀）、サン・ク リソ ーゴノ聖堂（ 8 世紀）、サンタ・プラッ セー デ聖堂

（ 9 世 紀）。こ れら の 絵画 表現 は、 当 時の ロー マ教 会が 奨 励し た 聖 遺物 信仰 の キャ ンペ ーン

と密接な結びつき を 確認できることか ら 、初期中世ロー マ美 術において、教 皇が 果たした重

要 な 役 割 を 浮 彫 り と す る 結 果 と な っ た 。 そ れ に 加 え て 、 当 時 次 第 に 対 立 を 深 め て い た 都 市

ローマとビザンテ ィ ン帝国との関係が 、そ の属州であったラ ヴ ェンナ美術を介し て 再考され

た。結果だけ を略述 すると、ビザ ンティ ン帝国の属州であ っ たラヴェンナは 、 751 年にラン

ゴ バルド王国によ っ て占領され た後、 フ ランク王国の小ピ ピ ンによって奪取さ れ、有名な「ピ 
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ピンの寄進」によっ て 784 年にローマ 教 皇領へ移行したと 一 般的にいわれてい る 。しかし、

都市ローマの美術 か らは、すでにそれ よ りも早い時期（ 8 世 紀 前半）からラヴェ ン ナとの強

力な共同関係が認 め られる。すなわ ち、美 術史的な考察にも と づくならば、ロ ーマと ラヴェ

ンナは、それが政治 的 に教皇に寄進され る 以前から、すでに教 皇 の手中に収められ て いたと

考えられ、これは 初 期中世ローマと他 の 地域の影響関係を 考 える上でも重要で あ る。  

（３）上記の研究成 果 を総合する形で、初 期 中世ヨーロッパに お いてローマ美術の 果 たし

た役割についても 考 察を加 えた。古代末 期 から中世初期にい た るヨーロッパは、ゲ ル マン系

諸民族の大移動と 新 たに勃興するイス ラ ーム勢力の躍進に よ って、大きな混乱期 を迎えた。

この時代は、現存作 品 が乏しく断片的で あ ることから、西洋美 術 史のなかでも停滞 し た時代

と一般的に捉えら れ ている。しかし 、今回 の在外研究により 、ヨ ーロッパ各地の近 年 の研究

成 果 を ま と め あ げ 、 グ ロ ー バ ル な 視 点 か ら 再 解 釈 す る こ と に よ り 新 た な 美 術 史 観 を 構 築 す

ることがある程度 で きたと思われる。そ の 成果は中央公論新 書 の西洋美術史全集 第 2 巻『キ

リスト教美術の誕 生 とビザンティン世 界 』として国 内です で に発表した。  

以上より、本研究課 題とした西洋古代 末 期から中世初期に お けるキリスト教美 術 研究は、

ローマ・ヘレニズム 世 界の伝統を踏まえ つ つ、新たに登場した ゲ ルマン系諸民族の 活 動とイ

スラーム世界をも 視 野に含めて論じる 試 みとして、一定の 成 果を収めることが で きた。  
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①論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

・ 加藤磨珠枝「オスティア・アンティカから考える古代末期ミトラス教美術―七つの門のミトラエウムを中心に」、 

坂口明・豊田浩志編、勉誠出版、『古代ローマのオスティア・アンティカ研究の最前線』、2017年、243－284頁  

 

② 図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

・ 共著 加藤磨珠枝、益田朋幸、中央公論新社、『西洋美術の歴史２ キリスト教美術の誕生とビザンティン世界』、2016年、607頁 

 

③ シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所）  

・  Masue Kato, “The art of Pope Gregory Ⅲ (731-741): early medieval Rome between Byzantium and Lombard kingdom”in Late 

Antique and Byzantine Art and Archaeology Seminar, 2016年11月11日,The Ioannou Centre, Seminar Room, University of 

Oxford  

加藤磨珠枝「ローマ教皇グレゴリウス3世（731-741）の美術：ビザンティウムとランゴバルド王国の間の初期中世ローマ」、於古代

末期およびビザンティン美術・考古学セミナー、オックスフォード大学古典学科ヨアンヌセンター、セミナールーム 

・ Masue Kato, “The Transformation of Garden Painting in Late Antiquity” in Short Talks by Visiting Scholars and Research 

Members of Common Room on their research, 2017年2月27日, The Haldane Room at Wolfson College, University of Oxford  

加藤磨珠枝「古代末期における庭園画の変容」ウルフソン・カレッジ客員研究員・リサーチフェローによる研究紹介、オックス

フォード大学ウルフソン・カレッジ内ハルデーン・ルーム 

 

④ その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

・ Masue Kato, “Church Decoration and Relic Translation in Early Medieval Rome” at The International Medieval Congress 

in University of Leeds, as a part of European Research Council Project ‘The Cult of Saints’ sponsored by University 

of Oxford, 2016年7月7日, University of Leeds 

加藤磨珠枝「初期中世ローマにおける教会堂装飾と聖遺物奉遷」、欧州研究会議助成によるオックスフォード大学主催「聖人信仰」

研究プロジェクト部会、リーズ国際中世学会、於リーズ大学 


